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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞
・病床管理　11月1日～入院受け入れ人数が変更となります。
西病棟　49床→46床へ　総数　 195床→192床へ

※他病棟の変動はなし。

・故障していた、南病棟、洗濯場入口のテンキーですが、ドアノブ交換にて修理が完了しました。鍵は、「メンタル共通」になります。

・電子カルテ運用について
電子カルテ移行に伴い、「入院診療計画書」の作成手順について見直しを行っています。
今後は…
１、入院時、医師が医師所見を入力。
２、病棟（入院対応者）が「受け持ち」、「その他（看護計画など）について入力。
３、作成後は印刷し、御家族に署名をいただいたのち、SCANして文書キャビネットに保管
４、SWが必要時（入院届提出時）には、文書キャビネットより印刷・使用する。
　※＜医療保護入院の場合＞

入院診療計画書に今まで押していた「医療保護入院等診療料」のハンコ押しを廃止し、

医事スタッフがカルテ上にテンプレートから呼び出し、カルテ記載をする形にします。

・入浴のフローシートについて
入浴について実施していない場合は「×」とし、清拭などの援助内容を看護記録に入力して、フローシートへチェックを入れ、連携して下さい。
・IFオーダー使用時のフローシート入力について、以下の手順をお願いします。

IFオーダー実施時、看護記録にチェック。

　　↓

入力された看護記録（部門記録簿）より、フローシートにチェックして連携して下さい。

・12/15までの勤務表が出ています。wizへのスケジュール登録をお願いします。
・11/3　作業療法は通常通り行います。リハプロは趣味活動、病棟での実施となります。
・11/3　医療福祉学会のタイムスケジュール確認
　　　　8:15～ポスター発表
　　　　9:15～写真撮影1回目集合
　　　　9:40～理事長挨拶　午前の部、ステージ発表
　　　　10:00～写真撮影2回目集合

　　　　13:00～特別講演（法人研修）
　　　　14:40～午後の部ステージ発表
　　　　当日は、病棟留守番者など確認しながら医療福祉学会へ交代で参加して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・日向端　庸男様～アパート探しの為、11/1予定し、青明舎スタッフ付き添います。外出時間決まり次第連絡あるとの事ですので、外出届申請はまだです。
・千葉　光広様～11/10(金）佐々木泌尿器科受診の為の医療券を手配完了しています。
・布施　邦雄様～西舘ＳＷより、高松病院相談員オオシタ氏より連絡があり、高松病院内の会議の結果、転院の受け入れ可能との事。転院にあたり、情報提供書と生活歴・家族構成が分かるものをほしいとの事でしたが、生活歴・現病歴については主治医に確認の上返事をする事としています。ベッド調整を行い受け入れの調整を図る為、転院候補日が決まり次第連絡を頂く予定となっています。父様へは、受け入れ可能となって旨を連絡しています。生活歴等はＳＷと確認しながら書類準備進めていきましょう。
・小泉　喜作様～本日、娘様の面会あり、施設入所について確認しています。施設見学に行っていたグリーンハイツについては、他の方に決まってしまい、待機中で空き待ちとなっているとの事。他の所も連絡したが、病名を伝え飲酒欲求は無い事も伝えているが、受け入れていないと断られたと話しています。三國ＳＷと娘様と話し合い、悠々の里も考えていく方向とし、金銭に関しては無くなったら生活保護も検討していく事としています。
＜注目患者様評価＞
・五日市　規様～本日深夜帯　2：15　鋭い目、怒り表情で歩調早くホールに降りてきて、洗面所の方へ向かい、「静かにしないと殺すぞって言っといてください」

と詰所前カウンターを通り過ぎ様にスタッフに言い放っていかれています。4階の環境をしばらく確認し、同室者の鼾はあるがごく小さく、鼻息という表現が近く、斜向かいの部屋からは鼾が聞こえるが、本人室内にそれほど影響が大きいとは感じない程です。本人が自室に戻る際、何があったか、他者の鼾か聞くが、「大丈夫です」としか言わず、立ち止まってこれ以上話そうという感じではなく、戻られています。その後は、自室に戻り臥床はされています。自室内で「しばらくしたら帰ります」等の会話調の独語聞かれています。
　　　　　　　　　起床時間になると、自室やホールで過ごしています。他者を睨んだりする事はありません。日中もプログラムや作業へ参加され、対面時も穏やかで笑顔見せています。10/28（土）の日中は、急に単独外出希望されたり、表情を硬くしテーブルを叩いたり空を手で払う仕草、ソファーに座りテレビを見ている体にしているが、座ったままホール内をそれとなく見回し時折ソファーを殴っている事もあります。声を掛けると「いや別に・・・いいでしょ」と返答短めです。睨むような目であるがスタッフに目線も向けずにいます。夜間の方が、幻聴がひどいのかもしれないので、引き続き、精神症状の確認・観察、所在確認をしていきましょう。
・原　吉郎様～明日で治験観察期間が終了となります。それに伴い、青山荘の見学・体験
利用の日程を調整中です。昨日準夜帯、電話機の目に座り「友人に電話す
るから上の電気をつけて下さい」と話しています。交信や妄想発言は聞か
れていたが話し終わった後、表情穏やかに過ごされています。夜間の独語
が多く「警察と裁判の話をした。」等と話しています。10/28（土）深夜帯、

　　　　　　　不眠を訴え継続指示のゾビクロン1錠服用されています。
　　　　　　　　精神症状の観察と夜間の睡眠状態の観察をしていきましょう。
・山口　富造様～昨日の夕方に次男様が貴重品や診察券などの入ったバックを医事へ預けて帰られています。金銭が30万円ある為、スタッフ付き添いで通帳に入金していきます。お小遣いは、スタッフ預かりで書類等はロッカーで保管して頂いています。
　　　　　　　　　病棟では、落ち着いて生活出来ており、プログラム・作業へ参加され取り組まれています。洗濯に仕方やスタッフ付き添いでの買い物等いつにするのか担当スタッフは本人と話し合ってください。
＜田名部Ｄｒ診察＞
・杉澤　恵子様～右肩などの不調の訴えも特になく、また、作業療法にも参加をすることができる様になっています。以前、トラブルの多かった患者との問題もなく行えているようです。自分の財布からお金がなくなっているなど、被害妄想言動をスタッフに対して見せていることがありますが、他は精神病陽性症状も目立たずに経過しています。
・上野　千奈津様～先週、家に外泊に行ってきていて、その際に家に来ていた姉とも話し合ったようであるが、今後の方針に関して、こちらのほうから勧めていたように、自宅退院を目指して退院後はデイケアや訪問看護を使用して単独で生活をしていくという案に、姉も了承しているようです。
　　　今後、1か月ほど、体験利用などして、本人の状態を観察していくこととしています。診察時、昔に見たという「自分の指がちぎれて、菊の酢の物の中に入っていったものを間違って食べてしまった、と思っていたんです。今でも、幻想で、他人の切断された手が見えてくることがあります」ということがあります。他には「幽霊のように見えることもあります」という事もあります。
臨時薬変更で追加あり、リスペリドンＯＤ錠（１）「アメル」 1 Ｔ  1×昼食後　7日分で、明日の分から処方となります。 

・吉田　光良様～とくに変わりはなく経過していて、身体面での嘔気などの不調もなく食事摂取もできていて、夜間の睡眠もとれています。精神症状面で、残遺欠陥状態は同様にあり、思考面での貧困さ、常同さは見られ、また、感情面でも浅薄で鈍麻した様子が強く残っています。疎通はそれなりに穏やかにとれています。  

・深町　栄美子様～特変なく経過していて、身体面で吐き気などの消化器症状もなく食事摂取も良好に行えているところです。夜間の睡眠もとれています。普段も作業療法などの活動にもこれまでと同じように参加できていて、情動面での不穏もない様子です。
・磯島　貴広様～最近の様子としても変わりのない感じで経過しています。幻覚、妄想、敵意などの症状もないようです。普段は作業療法に参加して、自分の興味のある、車やバイクの本などを見ていることが多いです。時々、ズボンがずり下がっている格好で歩いていることがあります。疎通は穏やかに行えています。
・千葉　光広様～先週の診察時から、左睾丸部の疼痛、腫脹を訴えていた為、セフジトレンを処方していましたが、10月27日に佐々木泌尿器科を受診してきています。診断は左精巣上体炎となり、処方を受けています。今後通院を継続する予定です。精神症状的には、変わりはなく、器物破損などの破壊的症状も見られずに静穏に過ごしています。
バレリン錠（200）２Ｔ　２×朝・夕食後　今日の夕から７日分

プラノプロフェン点眼液０．１％「わかもと」 5 ｍＬ　１本
カロナール錠２００　（200） 3 Ｔ 3×毎食後　本日夕から7日分
　　　　　　　　処方となっています。
・伊藤　義彦様～身体面でも不調の訴えはなく、高血圧や浮腫もないようにみられる。精神症状的にも、統合失調症の陽性症状もなく、抑うつ症状もなく過ごし、普段はこれまで同様に作業療法などにも参加している。他患者との交流も自然な感じに見られています。
・三浦　久司様～特変なく経過していて、精神症状的にもやはり陽性症状の幻覚妄想症状
もなく、作業療法の工作にも参加ができている。身体面でも、これまで
にみられた腰痛以外は特に症状もなく、普段の活動も支障はないが、自
室で休んでいることが多いような印象はある。障害年金の月額では、八
戸のアパートでの生活は難しいとは話している。臨時薬は、同内容で明
日の朝から７日分処方となっています。
